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  A patient of 50 years old female, has suffered from severe hematuria and pain on 
urination for the past 2 years, was found to have huge bladder tumor by cystoscopy and 
x-ray examinations. At the primary operation, both ureters were transplanted to the skin, 
and at the secondary operation, the bladder was totally removed. The specimen weighed 
357 grams and histological examination showed leiomyosarcoma of the bladder.
緒-言
膀胱肉腫 は稀 な腫瘍 であ るが,中 で も平滑筋
肉腫は極めて稀 な疾 患であ る.大 下 等1}(1962)
に依れば,1875年Gussenbauerが最初に報告 し
て以来57例を数 え るに過 ぎない としてい る.本
邦例は1938年和気 の報告 が最初 で,以 来14例が
報告されている.我々も最近,膀胱平滑筋 肉腫 の











































膀胱全摘術:試 験切除後,2週 間で行 う.下腹部に
チャニー法で皮膚切開し,腹直筋を切断,膀胱前壁に
達し,腹膜と膀胱壁を剥離 した.腫 瘍の外壁への浸潤














膀 胱平滑筋 肉腫 の症 例は1875年Gussenbauer
が第1例 を報 告 して以来,本 症例を加 えた本邦
例15例を含めて僅 かに61例の報 告例を見 るに過
ぎない,本 邦 に於 いては1938年和気が第1例 を




(1963)の各1例 の報告が見 られ る.
膀胱 肉腫は膀胱 に発生す る上皮性腫瘍 に比較
して非常 に稀 な 疾患 であ る.諸 家の 報告 即 ち
Thompson(1959)辻(1954)市川(1958)南
(1958)大下(1961)に依れば その割合 は略 々O.2





膀胱 肉腫は幼年 及び老年 に好発す るといわれ
てい るが,平 滑筋 肉腫 も61例中9才 以下9例,
50才以上29例で本邦15例では9才 以下2例,50
才以上6例 で ある.
性 別に見 ると肉腫は男性 に多 い(Munwes,
McCrea)が,平滑筋 肉腫 も男性38例,女 性23
例 と男性 に多 い.
平 滑筋 肉腫 の好発部位 はLowsley(1956)は
後壁,側 壁 をあげてい るが,Si正ber(1955)は
30例中後壁8例,右 壁7例,左 壁5例 と報告 し
てい る.本 症 例は頂部 よ り発生 した ものであっ
た.Khoury(1944)は膀胱 肉腫 は三角部 に発
生 す るが,平 滑筋 肉腫 は三角部 に発生 すること
がな いと し,横 紋筋 肉腫 との鑑別 に重要 である
としてい る.
腫瘍 の大 きさは本邦 例 に於 いて600gm(重
松)を 最高 に25gm(大 北,山 口)ま で報告 さ
れて いる.
平滑筋 肉腫 の臨床 症状 と して特異 な ものは な
く,血 尿,頻 尿,排 尿 痛,排 尿 困難 が主 なもの
で,本 邦例 では血 尿9例,頻 尿6例 となってい
る.
proper,Simpson(1955)は平滑筋 肉腫 の組
織像 を次 の3つ に分類 した.1)平 滑筋 に類似
す る もの,2)卵 円形核 を有 す る短紡纒 形細胞
か らな るもの3)著 明 な多型性 を示 す もの とし
たが,本 症例 は著 明 な多型性 を示 していた。又
VanGieson氏染 色で黄染 し,Heideman氏染
色 で横紋 を認め ることな く,Mallory氏染色 で
胞体 が淡赤 色に染 まる.
治療法 として膀胱全摘術,膀 胱部 分切 除,腫
瘍切 除等が あげ られ るが,本 邦例 で は 全 摘4
例,部 分切 除5例,腫 瘍切 除1例 が行われてい
る.尚 手 術的治療法 に合 せて,深 部X線 照射,
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写真皿 腫瘍実質の弱拡大(×40)
織 灘灘勤;
簿舞譲
、;こ響 編 ξ鰐樫き簿塚r義
写真V類 円形細胞,紡 錘形細胞の混合,
毛細血管の拡張(×100)
写真H腫 瘤を反転,膀胱頂部より発生,右側が腫瘍.
難i
写真VI主 として紡錘形細胞よりなる部分(×100)
